
令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

オルソン株式会社

平日9：00～13：10（休憩なし）

鮭フレーク製造ライン

利用者　5名　職員　1名

＜目的＞

＜成果＞

・作業前の段取りは徐々に慣れてきて、積極的に準備が出来るようになってきています。

・楽楽物語様の職員の方が利用者さんに適した作業で分担して、

それぞれ利用者さんの作業も対応力が上がって来ています。

・今後の課題として、作業効率の向上、検品作業の習得

連携先企業名 オルソン株式会社 担当者名

連携先の企業等の意見または評価

取締役　営業担当

森　公男　様

地域社会において、A型事業所の活動をより広く理解してもら

う為。これにより障がいを持つ方々に対する理解を深め、地

域社会の一員として意識してもらう他、利用者自身が役割を

実感し、社会参加をする自信に繋げていけるため。

地域企業様の協力による施設外就労の実施の結果、利用者の

就労意識が向上し意欲の向上に繋がり、社会参加をする事で

意識と仕事に対する責任感がついている。

利用者、職員ともに、技術の向上に努めていきたい。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 楽楽物語

住　所 北海道北広島市中央6丁目11-1　中央6丁目テナント1階

0111300844

一ノ瀬　杏奈

令和6（2024）年度電話番号 011-376-8383

様式１

製造ラインから流れてき

た鮭フレークの箱詰め作

業。ビンが熱いのと、滑り

防止の為に手袋を着用し

ています。

詰める用の段ボールの

組立て作業。

底面のみテープを貼り、す

ぐに詰められるよう、準備

をしています。

製造ラインの風景です。

手前の機械でラベル貼り

をしています。

ラベルに不備が無いか検

品をしています。


